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〈研修に使う教材（ワークシート等）や研修資料〉   

講義の概要   

・「一人一人のよさを大事にする」とは 

・持続し発展していく園運営に向けて、求められるリーダーシップとは 

ワークシート３ 園運営を考えるための記録用紙   

① ワークシート３の目的        

・自園の園運営を振り返り「持続し発展していく」とはどのような組織なのか、様々な場

面や状況から想定し、リーダーとして目指す教育理念やビジョンを明確にする。 

・他園の事例も自分ごととして考え、多面的な視点から適切な園運営を考える。 

② ワークシート３を作成する際の留意事項 

・「何ができるか」というポジティブな視点で書く。 

・個人でできること、組織として取り組むこと、すぐに取り組めること、長期の見通しを

もって取り組むこと等、ポイントを置いて整理しながら書く。 

・事例の背景を想定し、子供にとって、教師にとって、個人にとって、組織にとって、等

の多面的な視点から書く。 

・本案では演習時間が限られているので、あらかじめワークシート３に自分の考えを書

き込んでおいて研修に参加することで、グループ協議の時間を十分確保して行うこと

ができる。また、演習①と演習②を 2 回に分けて、60 分（または 90 分）で研修を実施

するなど、柔軟に計画することもできる。 

・自園の教職員構成から考えて書いた付箋をワークシートに入れてグループで共有し、

「協働的で持続し発展していく園運営を目指すために管理職ができることは何か」に

ついて自園の教育の質向上の観点から協議する。その際、目指す園運営が、子供にとっ

て幸せか、教職員にとって幸せか、という視点も入れて協議する。 

 

ワークシート３：園運営を考えるための記録用紙（表） 

【事例案１】教職員の異動が多く、４月当初の保育が不安定になっている。あなたは園長とし

て（主任・教頭として）どのように園運営を工夫するか。（園運営に関わるか） 

園運営の工夫として何ができるか、改善の工夫 気付き、学び 

＜個人でできること＞ 

 

 

 

＜組織として取り組むこと＞ 

＜教職員それぞれの立場から考

える＞ 

 

 

＜管理職として考える＞ 
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ワークシート３：園運営を考えるための記録用紙（裏） 

【事例案２】運動会が無事に終わり、保護者・地域からの評価もおおむね良好であった。

ただ、4 歳児のある学級については担任Ａ（中堅 6 年目）が行う業務についてどれも遅れ

がちになってきた。これから園外保育、作品展等と学級単位で活動する行事が控えてい

る。あなたは園長として(主任・教頭として)どのように園運営を工夫するか。 

＊事例案は研修対象や研修の目的等によって内容を工夫するとよい。 

担任Ａに対する指導・支援 他の教職員も含めた園運営の改善 気付き、学び 

＜すぐにできること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜長期的な見通しをもって

取り組むこと＞ 

 

 

 

 

 ＜すぐにできること＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜長期的な見通しをもって取り組

むこと＞ 

＜背景を考える＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜それぞれの立場か

ら考える＞ 

 

＜マネジメントとし

て考える＞ 

 

 

 

 

 

〈研修の評価〉 

・事例から、組織の中で一人一人の教師が自分らしさを発揮するにはどうすればよいか

を再確認できたか。 

・自園の教育の質向上に必要なリーダーシップに関連付けて考えることができたか。 
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より効果的な研修実施を目指して Q＆A 

 

Q１：コロナ禍で保育参観が実施できない場合、公開保育以外の研修モデルはありますか。 

コロナ禍で保育参観できない場合、以下のようなものも活用し、研修モデル例と同様

な協議をすることも可能です。 

   ・子供の遊びや生活の様子の写真やビデオ映像 (受講生撮影・既成の保育ビデオ) 

   ・受講生の遊びの記録(紙媒体)  文部科学省発刊の資料の事例 

   ・ドキュメンテーション、保護者向け発信資料など 

 

Q２：付箋活用の型や関係性は、ファシリテーター等の研修リード役には必要ですが、研修受講

生に提示すれば、却って混乱を生むのではないでしょうか。 

活用の型を研修生に示すかどうかは、研修計画を立てる際に判断してください。   

活用の型や関係性を示すことで、受講生が協議の意義や目的、見通しをもつこともでき

るのではないでしょうか。 

 

Q３:講義を指導主事が行うことを想定しているなら、その内容も具体的にあるとよいのでは

ないでしょうか。 

幼稚園教育要領解説や幼保連携型認定こども園教育・保育要領解説、文部科学省発刊

の資料、HP に、参考となる資料・動画が示されていますので活用してください。 

 

Q４：ワークシートをそのまま使うと実態に合わない場合があると思いますが、どのように活用

すればよいでしょうか。 

    ワークシートは、本来研修の目的に沿って、より研修効果を高めるために作成され

るものです。その内容は、対象者、時間などによって違ってきます。示されているワ

ークシート例をもとに、それぞれの実態に応じて活用してください。 

 

Q５:グループ演習を進める上でのポイントはあるでしょうか。 

   研修モデルは例示です。全て、この通りに進める必要はなく、補足説明部分は文部科

学省 HP の参考資料や動画の活用も考えられます。 

 

Q６:カリキュラム・マネジメントサイクルが確立している園については、流れの確認や情報提供 

で終わらないようなどのような工夫が大切でしょうか。 

各園の実態を把握しグルーピングをしておくとよいのではないでしょうか。「カリキ 

ュラム・マネジメント」は、計画、実践、振り返り・評価、改善という PCDA サイクル

を通して、各園の教育活動の質の向上を図ることが目的です。 
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カリキュラム・マネジメントサイクルの確立だけでなく、その好循環から、各園がど 

のように自園の教育活動の質の向上を図っているのか、どのように「社会に開かれた教

育課程」としているか、地域の人材や資源をどのように活用しているのか、などが重要

な視点です。この視点での情報交換・共有が必要ではないでしょうか。また、情報交換

の中で、受講生が自園でも行ってみようという意識やきっかけが生まれるようにする

には、「カリキュラム・マネジメント」への取り組みの実態を把握し、互いに影響し合

えるような状況づくりが必要です。 

   

Q７：研修時間は、どのように設定したらよいでしょうか。 

研修モデルは、目安の時間なので、実情に合わせて工夫してほしいと思います。具体

的な研修時間を示しているモデルもありますが、研修時間はあくまで目安なので、参考

にしながら実態に応じて工夫してください。   

 

Q８:研修の受講対象者によって学びが違う場合、どのように対応したらよいでしょうか。 

まずは、この研修でどのような資質・能力を保育者に育みたいのかということを踏ま

えることが大切です。そのうえで、ミドルリーダーとして取り組めることや、若手保育

者として取り組めることなどがあるので、受講生のキャリアを考慮したグループワー

クを設定してください。 

 

Q９:保育の実際を見ることが難しい場合、どうしたらよいでしょうか。 

感染症対策の観点からも、保育の実際を見ることに困難さが予想されます。それを

補うために録画、写真保育記録など活用して工夫することが大切です。研修会の内容に

合わせ、当日の午前中の保育の録画、数日前や連続した録画など、園に協力していただ

き、視点をもって撮影したビデオは、有効な教材になります。 

 

Q１０:教育委員会と福祉部局との連携は、どのようにすればよろしいでしょうか。 

予算編成の時期に、担当部局が予定される研修会についての話し合いをもち、共催

できるもの、施設の特性等に応じて開催するもの、など年間の見通しと計画をもって実

施することが大切です。近年では、幼児教育センターが中心となって、研修が企画され

る場合も多くなってきています。いずれにしても、自治体の保育者育成の目標に基づき、

研修がより効果的に行われるようにすることが大切です。 

 

Q１１：研修で大切にしなければならない視点はどのようなものでしょうか。 

まず大切なことは、研修ありきではないということです。研修者が、参加する保育

者の皆さんに、保育者としてどのような資質・能力を身に付けてもらいたいか目標を

もつことです。その目標達成のために、どのような研修を企画していくのかというこ
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とがスタートです。その際、本冊子で示している 37 の視点や各都道府県において作成

されているキャリアステージごとに応じた、保育者が身に付けたい資質・能力などを

参考にするとよいでしょう。 

 

Q１２：研修でのグループの編成はどのようにしたらよいでしょうか。 

協議事項については、まず 2 人からの対話が最も少ない人数といえます。多様な考

えを交流させさらに深めていきたい場合には、4 人から 5 人程度のグループ編成とな

ります。編成は、研修会の目的に従って、園の規模別、キャリア別など様々なグルー

プ編成が考えられます。 

 

Q１３：ビデオ研修の案で、ビデオ演習以外の方法があるのでしょうか。 

    この研修モデルは、保育者にどのような資質・能力を育てたいかという視点で作成

し、研修によってはビデオ演習も方法の一つとして掲載しています。一方、資質・能

力の育成の視点から研修会のもち方を探るために、他の研修モデルではどのような

方法・ワークシートを例示しているのかと見ることもできます。この研修にはこのや

り方、という考え方ではなく、実態に合わせて柔軟に活用してください。 

 

Q14：キャリアに応じたねらい・評価をどのように設定すればよいのでしょうか。 

    この研修モデルでは、全てのキャリアごとに提案はせず、だいたい中堅の保育者を

対象にしたねらい・内容・方法・評価を記載しています。それを目安として、キャリ

アや実態に応じて設定してください。また、研修モデルの中で新規採用者が多く受講

する可能性のあるものに関しては、ねらいや評価を例示しています。新規採用者に関

しては、いくつがあるねらいを全ての達成を考えるのではなく、段階的に捉えて工夫

してください。 

 

Q１５：コロナ禍のため遠隔研修となり、著作権の関係でビデオを活用できない場合どのよう 

にしたらよいでしょうか。 

 Q９に、実際の保育を見ることができない場合の方法として、園で撮影したビデオ

の活用について回答しています。そのように、目的をもって保育を録画したビデオは、

撮影することから学びになりますし、身近な子供や保育者の姿に親近感も生まれま

す。また、文部科学省からは、様々な指導資料が出版されています。それらは、幼稚

園教育要領の改訂に合わせて見直しをされているので、事例の活用による学びはも

とより、最新情報を得ることもできます。 
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おわりに 

 

令和 3年度文部科省委託研究の検討会は、コロナ禍により全てオンライン会議でしたが、

研究協力者の皆様のお陰で、ここに研究の成果をまとめることができました。ありがとうご

ざいます。 

幼児教育の質向上において、教員の資質向上を高める研修は欠かせません。特に、限られ

た研修の機会ですので、研修を企画する側の研修内容や方法等の工夫により、研修の場が、

受講者一人一人が自らの実践を振り返りつつ、主体的な学びの機会を得て、その資質向上に

つながっていくことが必要です。このため、本委託研究では、幼児教育を担う教員に求めら

れる資質・能力を明らかにし、その上で 12 の研修モデルを提案しています。提案した 12 の

研修モデルそれぞれに、幼児教育を担う教員に求められる資質・能力向上につながる工夫が

なされています。研修を企画立案する際の参考としていただければ幸いです。 

最後になりましたが、本研究をまとめるに当たってご協力いただいた皆様に、深く感謝申

し上げます。             

              

 神長美津子 
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令和３年度文部科学省委託 

幼児教育の教育課題に対応した指導方法等充実調査研究 

（幼稚園における指導の在り方等に関する調査研究） 

 
研究代表 

一般社団法人 保育教諭養成課程研究会 

理事長 無藤 隆  白梅学園大学大学院 特任教授 

 

執筆者 

■プロジェクトリーダー 神長美津子 大阪総合保育大学 特任教授 

■全体コーディネート  山下 文一 高知学園短期大学 教授 

桶田ゆかり 十文字学園女子大学 教授 

 大澤 洋美 東京成徳短期大学 教授 

島田由紀子 國學院大學 教授 

若尾 良徳  日本体育大学 教授 

 

津金美智子 名古屋学芸大学 教授 

山瀬 範子 國學院大學 准教授 

大沢  裕 松蔭大学 教授 

河合 優子 聖徳大学 教授 

後田 紀子 高知学園短期大学 教授 

宮里 暁美 お茶の水女子大学 特任教授 

田代 幸代 共立女子大学 教授 

柿沼 芳枝 東京家政大学 准教授 

箕輪 恵美 中央区立有馬幼稚園 園長 

山田有希子 東京学芸大学附属幼稚園 副園長 

小岩井 聡 文京区立根津幼稚園 園長 

大方 美香 大阪総合保育大学 教授 

中橋 美穂 大阪教育大学 教授 

杉本 圭隆 むつみこども園 園長 

奥薗みどり 大阪大谷大学 特任教授 

恒川 丹   田園調布学園大学 助教 

望月 文代  育英大学 准教授 

            結城 孝治  國學院大學 教授 

            駒 久美子  千葉大学 准教授 

            大佐古 紀雄  育英短期大学 教授   
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本報告書は、文部科学省の「幼児期の教育課題に対応した指導方法等充実調査研究」の委託費

による委託業務として〈一般社団法人 保育教諭養成課程研究会〉が成果をまとめたものです。

したがって、本報告書の複製、転載、引用等は文部科学省の承認手続きが必要です。 

問い合わせ先：文部科学省初等中等教育局幼児教育課 

「幼児教育を担う教員に求められる資質・能力を高める研修モデルの開発」 

 

２０２２（令和４年）３月 

 

 

一般社団法人 保育教諭養成課程研究会 理事長 無藤 隆 

 

 

《事務局》 

高知学園短期大学  

          〒780－0955 高知県高知市旭天神町 292－26 

山下 文一 研究室 
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